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本日のプログラム
統計データをオープンデータに変える

•14:00 統計データのオープンデータ化
前川道博（長野大学企業情報学部教授）

•14:30 「神エクセル」自動整形ツール試作版
シュク・メイスイ（前川ゼミ）

•15:00 Excel→CSV変換実習
サポート：中澤祐一（日本システム技研）＋前川ゼミ学生

•15:20 休憩

•15:40 情報交換
– 統計業務の課題

– ツール改善の要望・課題

– 今後に向けて

•16:20 アンケート

•16:30 終了
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昨今の状況
オープンデータ化の要求と対極の無関心

•オープンデータ化の政策的推進

– 官民データ活用推進基本法

•データ流通の拡大

•社会の知識基盤化の進展

– 旧来の業務スタイル・慣習

– ＩＣＴの普及による情報授受文化の進展

– まだ圧倒的に多い「無関心」「わからない」層



統計の実態の疑問

•統計調査はどの程度、どう役立っているか

•統計資料はどれぐらい参照されているか

•統計データは何に役立つのか

•統計データは誰が使うのか

•どうすると統計データはもっと活用されるか

•統計をオープンデータにするメリットがわからな
いという大方の受け止め



統計のオープンデータ化への期待度

http://www.keidanren.or.jp/policy/2013/020_honbun.pdf

統計への期待度は
それなりに高い

出典「公共データの産業利用に関する調査結果」（2013年、日本経済団体連合会）



前川研究室＆ゼミの取り組み
メディア環境「信州デジタルコモンズ」試行

地域デジタル知識基盤プラットフォームのコモンズ
（知識・データの共有地）

多様なデジタルアーカイブ群の包摂プラットフォーム



信州デジタルコモンズ
みんなで共有できるネット上の本棚

信州学の学（知識）と学び（学習プロセスと成果）
を載せ合える「ネット上の本棚」

統計も

各地域ごとに

オープンデータにして



当事者になって統計データを使ってみると
上田城跡・観光者数の推移を知りたい

•上田市統計にはなし

•「長野県の統計情報」掲載の「観光地利用者統計調
査」各年データ

•問題：たった１スポットの観光者数を調べるだけなのに
、年別ファイルから逐一データを取り出す必要があり大
変手間がかかる。あえて調べようとは思わない。



上田城跡公園・観光者数推移
Ｑ：戦国無双＆BASARA、『真田丸』の影響を知りたい

簡単なことでも調べる
のに手間がかかる



オープンデータ化の卑近な課題

•オープンデータデイ2017

– 上田市統計データを手作業でCSVにし、LinkDataに登録

– 上田市職員と一緒に課題を検討

•階層的な見出し行列と結合セルの処理が作業効率を阻む

•力作業でやれることには限界がある

•これでは本当の問題解決にはつながらない

根性いるわ！ 生みの苦しみ



上田市統計担当とゼミで課題検討

•上田市の統計業務の実情をヒアリングし、解決策を一
緒に探る



大きな障壁「紙文化」と「神エクセル」

•統計資料作成がアウトプットの業務フロー

印刷物版下作成

統計資料

ついでにネットにも

主にExcel, PDF
CSVはちょっとだけ手作業変換

①統計データは印刷のために整形されている
②業務フローにマスタがなくその都度の対応

問題点



統計データの実情

•データの源泉（○○市のケース）

– 市が独自に作成

– 総務省統計局からのフィードバック（国政調査等）

– 県からのデータ

•統計データのオープンデータ化はデータの源泉
（データフロー）ごとに自動化処理されるのが望
ましい



統計業務の改善：Ａ to Ｂ
オープンデータ化による業務イノベーション



統計業務の改善：現行業務のままの改善
オープンデータ化による業務イノベーション



人が読みやすいデータ 統計データ

入れ子の表（結合セル）



機械が読みやすいデータ

入れ子でない表（セマンティックウェブ）
単純なテキストデータ

テキストなので扱いがとっても簡単
実はExcelで読んでデータ処理しやすい



機械判読可能なデータ

人が読みやすいデータ

機械（プログラム）が読みやすいデータ

わざわざ
オープンデータ

に変換

慣れれば人にとっても扱いやすい！

テキストのデータ作りはずっと簡単！



統計データの大まかな構成パターン

•大きくは次の３パターンである

表データ グラフ混在 説明（テキスト）

望ましくはグラ
フ・表を単体デ
ータに分離する



表データの構成パターン

•大きくは次の４パターンである

A. 単一型(数値) C. イテレート(横反復)型

B. 単一型(テキスト)

表1 表2 表3 …

A. B. はともに構造的には同じ
ではあるが、データ行がテキ
ストの場合、見出し列かどう
かの識別がしにくい。

D. イテレート(縦反復)型

表1
表2
…



イテレート型の本来の構造は？

C. イテレート(横反復)型

表1 表2 … 表1

表2

…

表1

表2

…

a. 縦反復型 b. 連続型

印刷物の制約により、横反復す
るケース
a.縦反復は見出し列に横反復の
項目を見出し列に加える形で変
換できる
b.連続型はデータ行を単純に単
一型の表に変換する



フッタ部

表データの構成パターン

見出し行

見出し列

データ行

ヘッダ部（タイトル部）



Excel→CSV一括変換

Excel→CSV
一括変換

統計Excelファイル

複数ワークシート

CSVファイル(ワークシート別)



オープンデータ化の２ケース

ほんのちょっと
a little

どっさり
many many

統計データ

統計データ

手
作
業
変
換

自
動
変
換

ＤＢ
マスタデータ

常
時
公
開

徒労？
学習と思えば意義がある

ネットで
閲覧・活用

大変

▼大幅な作業効率化を図り、担当者は本来の業務に専念する



統計のオープンデータ化の進む方向

CSVへの手作業変換
ＯＤとは何ぞやを学習

CSVの一括自動変換
当面のニーズに応える

データベース化によるデ
ータ活用への踏み出し

統合化されたデジタルコ
モンズでの横断的活用

2018年度

2019年度

2020年度



統計オープンデータの意義

•民間・企業とのコラボ

•統計業務の手間を減らす

•見て面白がる・発見
interestの誘発

•データを収集分析・
シミュレーション

経済誘導

事務合理化

教育

政策立案



オープンデータ化：当面の進め方

自
動
変
換

ＤＢ
マスタデータ

常
時
公
開

ネットで
活用

市町村ホームページ
Excelファイル

一
括
登
録

いくつかのデータを
試験的に変換

「信州デジタルコモンズ」
サイトに乗せ換え

CC-BY

ツールの改善
・一括選択
・対応パターンの拡充

CC-BY

多数のデータを一覧化

民間・大学等の力を活かして実のある取り組みを！
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